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 座  間  市 の 人  口 （６
ざ ま し じん こう

 月 １ 日  現  在 ）
がつ にち げん ざい
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地下壕の正体は？ 地  下  壕 の 正  体 は？
ち か ごう しょう たい

　 芹  沢  公  園 の 大 きな 穴 は、 今 から約   ７５ 年  
せり ざわ こう えん おお あな いま やく ねん

 前 の 太  平  洋  戦  争 
まえ たい へい よう せん そう

 中 
ちゅう

に 作 られた 地  下  壕 です。
つく ち か ごう

その 頃 、
ころ

 芹  沢  公  園 
せり ざわ こう えん

の 近 くには 高  座  海  軍  工  
ちか こう ざ かい ぐん こう

 廠 
しょう

という 飛  行  機  工 
ひ こう き こう

 場 がありました。厳
じょう

   し
きび

さを 増 す 空 
ま くう

 襲 
しゅう

を 避 けて、
さ

 働 
はたら

いている 人 の
ひと

 安  全 を 確  保 するために、この
あん ぜん かく ほ

 地  下  壕 
ち か ごう

が 作 
つく

られたのです。
　 地  下  壕 は「あみだくじ

ち か ごう

」のように 張 り
は

 巡 らされていて、 長 さは 合 計   １．５キロメー
めぐ なが ごう けい

トルにもなります。また、 機  械 を 使 わず
き かい つか

に、「つるはし」などを 使 って 手 で 掘 られたといわれています。
つか て ほ

高座海軍工廠とは？ 高  座  海  軍  工  廠 とは？
こう ざ かい ぐん こう しょう

　 太  平  洋  戦  争 
たい へい よう せん そう

 中 
ちゅう

にアメリカの 爆  
ばく

 撃  機 Ｂ２９を 迎  撃 するために 雷  電 
げき き げい げき らい でん

という 飛  行  機 が
ひ こう き

 作 られました。
つく

その 雷  電 を
らい でん

 作 
つく

っていた 工 
こう

 場 
じょう

の 一 
ひと

つが、 高  座  海  軍  工 
こう ざ かい ぐん こう

 廠 です。
しょう

　この 工 場
こう

   の
じょう

 中 
ちゅう

 心  部 は 現  在 の
しん ぶ げん ざい

 東  
ひがし

 原 の 辺 りに 広 がり、
はら あた ひろ

 広 さは約
ひろ

   １００ 
やく

ヘクタールでした。 南  北 は 相  鉄  
なん ぼく そう てつ

 線 さがみ 野  駅 から
せん の えき

 東  中 
ひがし ちゅう

 学  校 の 辺 
がっ こう あた

りまでの約   １．５キロメー 
やく

トル、 東  西 はひばりが 丘 
とう ざい おか

から 東 
ひがし

 原 の約
はら

   ０．７～１．２キ
やく

ロメートルありました。
 右 の 地  図 の 灰  色 の 部  分 が
みぎ ち ず はい いろ ぶ ぶん

 高  座  海  軍  工 
こう ざ かい ぐん こう

 廠 の
しょう

 中 
ちゅう

 心  地 で
しん ち

す。
　 敷  地 の 全  体 は 現  在 の

しき ち ぜん たい げん ざい

 座  
ざ

 間  市 、 大和 
ま し やまと

 市 
し

、 海  老  名 
え び な

 市 、
し

 綾  瀬  市 にまたがり、 組  立  
あや せ し くみ たて

 工 
こう

 場 ・
じょう

 将 
しょう

 校 
こう

 宿 
しゅく

 舎 ・ 工  員 寄    
しゃ こう いん き

 宿 
しゅく

 舎 
しゃ

・ 倉  庫 ・ 診 
そう こ しん

 療 
りょう

 所 など
じょ

がありました。

誰が 誰 が
だれ

働 働 いていた？いていた？
はたら

　 工 
こう

 場 
じょう

では 約 １ 万  人 が
やく. まん にん

 働 
はたら

いていましたが、その 内  約 ８ 割 は
うち やく わり

 十 
じゅう

 代 の 台  湾  
だい たい わん

 出 
しゅっ

 身 の
しん

 少 
しょう

 年 工   でした。
ねん こう

 台  湾 で
たい わん

 行 
おこな

われた 選  抜  試  験 に 多 くの
せん ばつ し けん おお

 少 
しょう

 年 が 応  募 し、
ねん おう ぼ

 試  験 に 合  格 した 優 
し けん ごう かく ゆう

 秀 な
しゅう

 少 
しょう

 年 たちが 座  間 にやってきたのです。
ねん ざ ま

　 少 
しょう

 年 
ねん

 工 たちの 生  活 はとても 厳 しいものでした。 毎  日 の
こう せい かつ きび まい にち

 工 場
こう

   
じょう

での 労  働 
ろう どう

の 他 、 冬 には 寒 さで 凍 
ほか ふゆ さむ とう

 傷 
しょう

や 霜  焼 けになったそうです。
しも や

　しかし、 月 に２ 回 あった 休 みの 日 には 買 い 物 をしたり、 江  ノ  島 に 遊 
つき かい やす ひ か もの え の しま あそ

びに 行 ったりして、 楽 しかったという
い たの

 証 
しょう

 言 もあります。
げん

台湾少年工との交流 台  湾  少  年  工 との 交  流 
たい わん しょう ねん こう こう りゅう

　 昭 和
しょう

   ２０ 年 （１９４５
わ ねん

 年 
ねん

）８ 月 に 太  平  洋  戦  
がつ たい へい よう せん

 争 が 終 わりしばらくして、元
そう お もと

    少 
しょう

 年 工   た
ねん こう

ちは 台  湾 
たい わん

に 戻 りました。
もど

 終 
しゅう

 戦  後 も 地  域 
せん ご ち いき

の 方 などと 交 
かた こう

 流 
りゅう

を 続 け、
つづ

 彼 ら
かれ

が 初 めて
はじ

 日 
に

 本 に 来 てから７５
ほん き

 年 
ねん

 後 の 平 成   ３０
ご へい せい

 年 （２０１８ 
ねん

 年 ）１０ 月 にも、元
ねん がつ もと

    少 
しょう

 年 工   
ねん こう

たちが 来  日 し、
らい にち

 座  間  市  役  所 を
ざ ま し やく しょ

 訪 れました。元
おとず もと

    少 
しょう

 年 工   の
ねん こう

 李  雪  峰 さんは「 日  本 で 受 けた 優 しさと
り せっ ぽう に .ほん う やさ

 教 
きょう

 育 の 良 さは 忘 れません。 地  域 の 方 の
いく よ わす ち いき かた

 優 
やさ

しさは、 胸 に 染 みました
むね し

」と 話 し、
はな

 地  
ち

 域 の 方 への 感  謝 の 気  持 ちを 伝 えました。
いき かた かん しゃ き も つた

　 地  域 
ち いき

の 農  家 のお 母 さんたちの
のう か かあ

 優 しさ
やさ

に 触 れた元
ふ もと

    少 
しょう

 年 工   
ねん こう

たちは、 今 でもここ
いま

を「 第 ２のふるさと」と 呼 んでいます。
だい よ

工廠の跡地は何になっている？ 工  廠 の 跡  地 は 何 になっている？
こう しょう あと ち なに

　 高  座  海  軍  工 
こう ざ かい ぐん こう

 廠 
しょう

が 作 られた 場  所 は、 元  々   農  地 や
つく ば しょ もと もと のう ち

 林 
はやし

が 広 がる 地  域 でした。
ひろ ち いき

 戦 争
せん そう

   が 終 わって
お

 工 
こう

 廠 
しょう

が 必  要 なくなったあと、 建  物 の 鉄  骨 の 一  部 が
ひつ よう たて もの てっ こつ いち ぶ

 旧 
きゅう

 国  
こく

 技  館 に 使 われたり、 機  械 が 東  南 アジアの 国 に 送 られたりしました。
ぎ かん つか き かい とう なん くに おく

 工 
こう

 場 
じょう

があったところは 地  元 の 人 たちに 返 された 後 に、がれきなどを 取 
じ もと ひと かえ あと と

り 除 いて、元
のぞ

   のような 農  地 
もと のう ち

に 戻 されました。
もど

　その 後 、
ご

 日  本 
に .ほん

が 経  済  的 に 発  展 するにつれて、
けい ざい てき はっ てん

 農  地 は 工 
のう ち こう

 場 や
じょう

 住 
じゅう

 宅 に 変 
たく か

わっていきました。 今 では
いま

 工 
こう

 場 
じょう

や 大  型 スーパー、
おお がた

 住 
じゅう

 宅 
たく

 地 が 広 がる 地  域 
ち ひろ ち いき

になっています。

今 今 、、地下壕の中は？ 地  下  壕 の 中 は？
いま ち か ごう なか

　 地  下  壕 は 壁 が 崩 れているところもあり、 中 に 入 ることはできません。
ち か ごう かべ くず なか はい

　 地  下  壕 
ち か ごう

の 中 にはほとんど 生 き 物 がいませんが、
なか い もと

 中 にアライグマが 入 
なか はい

っていくのを 見 た 人 もいます。
み ひと

地下壕の中にある白い層は何？ 地  下  壕 の 中 にある 白 い 層 は 何 ？
ち か ごう なか しろ そう なに

　 地  下  壕 の壁
ち か ごう

   には、４０センチ
かべ

メートルほどの 白 い 帯 
しろ おび

 状 
じょう

の 地  
ち

 層 が 見 られます。これは「 箱 
そう み はこ

 根  東 
ね とう

 京 
きょう

 軽  石  層 」といって、 約 
かる いし そう やく

６ 万 ６ 千  年  前 に 箱  根  火  山 の 噴  
まん せん ねん まえ はこ ね か ざん ふん

 火 によって
か

 火  山 
か ざん

 灰 が 降 り 積 も
ばい ふ つ

ってできたものです。

座間の歴史を調べてみよう！ 座  間 の 歴  史 を 調 べてみよう！
ざ ま れき し しら

　 座  間  市 には
ざ ま し

 芹  沢  公  園 の
せり ざわ こう えん

 地  下  壕 
ち か ごう

 以  外 にも
い がい

 興 
きょう

 味  深 い 歴  史 がたくさんあり
み ぶか れき し

ます。 夏  休 みの 自  由  研 
なつ やす じ ゆう けん

 究 
きゅう

などで 調 べてみましょう。
しら

相武台下駅 
ぶ そう だい した えき 

相武台前駅 
ぶ そう だい まえ えき 

さがみ野駅 
の えき 

高座海軍工廠 
こう しょう こう ざ かい ぐん 

相鉄
線 そう

てつ
せん
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地下壕のある 
ち か ごう 

芹沢公園 
せり ざわ こう えん 

の跡地 
あと ち 

 出 
しゅっ

 典 ：「 航  空 ファン 別  冊 　 世  界 の 傑  作  機 
てん こう くう べっ さつ せ かい けっ さく き

シリーズ７ 集 
しゅう

・ 雷  電 （ 株  式  会  社  文  
らい でん かぶ しき がい しゃ ぶん

 林  堂  刊 ）」より
りん どう かん

あいさつをする 李  雪  峰 さん
り せっ ぽう

 参  考  文  献 
さん こう ぶん けん

『 座  間 の 語 り 伝 え　 外  編 １・
ざ ま かた つた がい へん

 軍  事  施  設 の 進  出 』（ 座  間  市 
ぐん じ し せつ しんし ゅつ ざ ま し

 教  
きょう

 育  委  員  会 ）
いく い いん かい

『 目 で 見 る 座  間 』（ 座  間  市 
め み ざ ま ざ ま し

 教  
きょう

 育  委  員  会 ）
いく い いん かい

『 高  座  海  軍  工 
こう ざ かい ぐん こう

 廠 
しょう

 関  係  資 
かん けい し

 料  集 ―
りょう しゅう

 台  湾 
たい わん

 少 
しょう

 年 工
ねん こう

    関  係 を
かん けい

 中 
ちゅう

 心 に―』
しん

（ 大和  市 ）
やまと し

みんなは 芹  沢  公  園 に 行 ったことがある
せり ざわ こう えん い

かな？　「 芹  沢  公  園 
せり ざわ こう えん

の 地  下  壕 （
ち か ごう

 大 きな
おお

 穴 ）」について 調 べてみましょう！
あな しら

ライトアップされた 地  下  壕 の 内  部 
ち か ごう ない ぶ

 出 
しゅっ

 典 ： 高  木 
てん たか ぎ

 孝 
たかし

  他 （２０１３）
ほか

『 神  奈  川  自  然  誌 
か な がわ し ぜん し

 資  料 』第
し りょう

   ３４ 号 より
だい ごう



令和元年７月１０日〈４〉 

ササママーーアアイイラランンドド22001199

とき＝７ 月 １４ 日 （ 日 ） 午  前 １０時   ～ 午  後 ３時   　ところ＝
がつ にち にち ご ぜん じ ご ご じ

 東  
ひがし

 地  区  文  化 センター　
ち く ぶん か

 内 容   
ない よう

＝おばけ 迷  路 、ゲームラリー、
めい ろ

お 茶  体  験 、
ちゃ たい けん

 将 
しょう

 棋 ・オセロ 大  会 、 模  擬  店  他 
ぎ たい かい も ぎ てん ほか

 担  当  
たん とう

 東 
ひがし

 地  区  文  化 センター　1０４６（２５３）０７８１
ち く ぶん か

ここどどもも夏夏ままつつりり
なつ

とき＝８ 月 ２４ 日 
がつ にち

（ 土 ）
ど

 午  前 １０時   ～ 午  後 ２時   　ところ
ご ぜん じ ご ご じ

＝ 市  
し

 公  民  館 　
こう みん かん

 内 容   
ない よう

＝ 大 きな
おお

 迷  路 
めい ろ

、おはなし 会 、
かい

 模  擬  店  他 
も ぎ てん ほか

※こども 夏 まつりの 実  行  委  員 を 募 
なつ じっ こう い いん ぼ

 集 
しゅう

します。 詳 しくは 担  
くわ たん

 当 へお 問 い 合 わせください。
とう と あ

 担  当  
たん とう

 市 
し

 公  民  館 　1０４６（２５５）３１３１
こう みん かん

ひひままわわりりららんんどど

とき＝８ 月 ２５ 日 （ 日 ） 午  前 １０時   ～ 午  後 ２時   　ところ
がつ にち にち ご ぜん じ ご ご じ

＝ 青  
せい

 少 
しょう

 年 センター　
ねん

 内 容   
ない よう

＝スーパーボールすくい、 模  擬  店 、
も ぎ てん

 工  作 、 水  風  船 、 理  科  実  験  体  験 、ダンス 発 
こう さく みず ふう せん り か じっ けん たい けん はっ

 表 
ぴょう

 他 
ほか

 担  当  
たん とう

 青 
せい

 少 
しょう

 年 センター　1０４６（２５３）８４１１
ねん

夏夏休休みみ児児童童館館のの
なつ やす じ どう かん

行行
ぎょう

事事
じ

とき＝７ 月 ２８ 日 （ 日 ）① 午  後 ２時   ～３時   、②③④ 午  前 １０
がつ にち にち ご ご じ じ ご ぜん

時   ３０ 分 ～１１
じ ふん

 時 ３０
じ

 分 　ところ
ふん

＝① 座  間  児  童  館 ② 鳩 川
ざ ま じ どう かん はと がわ

    児  童  館 
じ どう かん

③ひばりが 丘 南
おか

   
みなみ

 児  童  館 
じ どう かん

④ 相  模 野
さが み の

    児  童  館 　
じ どう かん

 内 容   ＝スライム
ない よう

 作 り　
つく

 参  加  方 法
さん か ほう ほう

   ＝ 当 日
とう じつ

    直 
ちょく

 接 各
せつ かく

    児  童  館 へ
じ どう かん

※ 持 ち 帰 る 容  器 を 持 って 参  加 してください。
も かえ よう き も さん か

 担  当  
たん とう

 子 ども 育  成 課   　1０４６（２５２）７９６９
こ いく せい か

調調べべるる学学
しら がく

習習
しゅう

ココンンククーールル作作品品募募
さく ひん ぼ

集集
しゅう

 内 容
ない よう

   ＝ 図  書  館 の 本 などを 使 った「 調 べる 学 
と しょ かん ほん つか しら がく

 習 
しゅう

」の 作  品 を
さく ひん

 募 
ぼ

 集 　
しゅう

 募 
ぼ

 集 
しゅう

 期 間   ＝９
き かん

 月 １ 日 （ 日 ）～１０ 月 １０ 日 
がつ にち にち がつ にち

（ 木 ）　
もく

 応  
おう

 募  方 法
ぼ ほう ほう

   ＝ 作  品 に 図  書  館 などで 配  布 するチラシの「 応  募 カ
さく ひん と しょ かん はい ふ おう ぼ

ード」を 付 けて〒２５２－
つ

００２８ 入 谷   東
いり や

   １－３－１
ひがし

 図  書  館  宛 て
と しょ かん あ

に 郵  送 または
ゆう そう

 直 
ちょく

 接  担  当 へ
せつ たん とう

 担  当  
たん とう

 図  書  館 　1０４６（２５５）１２１１
と しょ かん

親親子子手手話話講講座座
おや こ しゅ わ こう ざ

とき＝７ 月 ２０ 日 
がつ にち

（ 土 ）・２５
ど

 日 （ 木 ）・２７ 日 （ 土 ）・２８ 日 
にち もく にち ど にち

（ 日 ）いずれも 午  前 １０時   ～
にち ご ぜん じ

 正 
しょう

 午 （全
ご ぜん

   ４ 回 ）　ところ＝北    
かい きた

 地  区  文  化 センター　
ち く ぶん か

 内 容   
ない よう

＝ 歌 やゲームを 通 じて 手  話 を 学 
うた つう しゅ わ まな

び、ろう 者 と 盆  踊 りなどをして 楽 しむ　
しゃ ぼん おど たの

 対 象
たい

   ＝
しょう

 小 ・
しょう

 中 
ちゅう

 学  
がく

 生 の 親  子 （
せい おや こ

 子 
こ

どものみでも 可 ）　
か

 参  加 費
さん か ひ

   ＝ 無 
む

 料 　
りょう

 申 
もうし

 込  方  
こみ ほう

法   ＝７
ほう

 月 １４ 日 （ 日 
がつ にち にち

）までに 電  話 、ファクスまたは
でん わ

 直 接
ちょく せつ

    担  
たん

 当 へ
とう

 担  当  
たん とう

 北  地  区  文  化 センター
きた ち く ぶん か

1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２

音音ののびびっっくくりり箱箱
おと ばこ

とき＝７ 月 ３０ 日 
がつ にち

（ 火 ）
か

 午  後 ２時   ～３時   （ 午  後 １時   ３０ 分 
ご ご じ じ ご ご じ ふん

 開  
かい

 場 ）　ところ
じょう

＝ハーモニーホール 座  間 
ざ ま

 小 ホール　
しょう

 曲 目
きょく

   ＝
もく

スイミー、 風 になりたい、アンダーザシー、
かぜ

 星 
ほし

に 願 いを 
ねが

 定 員
てい

   ＝３００人（
いん

 小 
しょう

 学  校  低  学  年  推 奨
がっ こう てい がく ねん すい

   ）　
しょう

 参  加  方 法
さん か ほう ほう

   ＝ 電 話   、フ
でん わ

ァクスまたは 直 
ちょく

 接  担  当 へ
せつ たん とう

 担  当  
たん とう

 生 
しょう

 涯  学 習
がい がく

   
しゅう

 課 
か

1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

ざざままっっ子子環環
こ かん

境境教教
きょう きょう

室室
しつ

とき＝８ 月 １ 日 （ 木 ） 午  前 ８時   ～ 午  後 ２時   　
がつ にち もく ご ぜん じ ご ご じ

 集 
しゅう

 合  場 所   ＝
ごう ば しょ

 市 
し

 役  所  玄  関  前 　
やく しょ げん かん まえ

 内 容
ない よう

   ＝ 東 
とう

 京 
きょう

ガス 根  岸  Ｌ  Ｎ  Ｇ  基  地 の 見  学 　
ね ぎし える えぬ じー き ち けん がく

 対 象
たい

   
しょう

＝ 市  内  在 
し ない ざい

 住 の 小 
じゅう しょう

 学 ４ 年 ～６ 年  生 　
がく ねん ねん せい

 定 員
てい

   ＝２９
いん

 人 （
にん

 申 
もうし

 込  
こみ

 順 ）　
じゅん

 参  加 費
さん か ひ

   ＝ 無 
む

 料 　
りょう

 申 
もうし

 込  方 法   ＝７
こみ ほう ほう

 月 １９ 日 
がつ にち

（ 金 ）までに
きん

 電  話 、ファクスまたは
でん わ

 直 
ちょく

 接  担  当 へ
せつ たん とう

 担  当 
たん とう

  環 
かん

 境 政
きょう せい

    策  課 
さく か

1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

統統計計ググララフフココンンククーールル作作品品募募
とう けい さく ひん ぼ

集集
しゅう

 応  募  方 法   ＝８
おう ぼ ほう ほう

 月 ２９ 日 （
がつ にち

 木 ）に
もく

 作  品 
さく ひん

を 学  校 へ（ 市  外 の
がっ こう し がい

 学  校 
がっ こう

へ 通 っている 方 は
かよ かた

 直 
ちょく

 接  担  当 へ）
せつ たん とう

※ 詳 しくは 広  報 ざま７
くわ こう ほう

 月 １５ 日 
がつ にち

 号 をご 覧 になるか、
ごう らん

 担  当 へ
たん とう

お 問 い 合 わせください。
と あ

 担  当  
たん とう

 情 
じょう

 報 システム課
ほう

   　1０４６（２５２）８３７９
か

夏 の イ ベ ン ト  夏 の イ ベ ン ト  夏 の イ ベ ン ト  
なつ  
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